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英語コーパス学会第 49 回（30 周年記念）
大会報告
2023年 9月 9日（土）・9月 10日（日）に関西大
学 100周年記念会館にて英語コーパス学会第 49回
大会（30周年記念大会）を対面にて実施しました。
本欄にて報告差し上げます。

■基本方針

4年ぶりの対面での大会となる今回が，学会創設 30

周年記念大会となったため，これまでの大会のノ
ウハウを活かしつつ，より良い大会の運営を目指し
て準備を行いました。具体的には，(1) 大会予算の
拡張，(2) 記念大会にふさわしい会場設備の選択，
(3) 発表数の確保，(4) 海外からの基調講演，ワーク
ショップ講師招へい，(5) 大規模言語モデルなど最
新の研究動向を知ることができる機会の提供，(6)

ISSN 付き予稿集の刊行，(7) 充実した懇親会の実
施，などを重視して行いました。おかげさまで，160
名の参加者があり，オンラインでの開催であった前

年までの大会に引き続き，成功裏に本年の大会を終
えることができました。関係各位のご協力に深く御
礼申し上げます。

■基調講演

今大会での基調講演は，デジタル・ヒューマニティー
ズの分野で世界的な権威であるMike Kestemont先
生（Universiteit Antwerpen）をベルギーからお招
きし，“The wandering verse: The computational

study of intertextuality in medieval romances”と
いうタイトルでご講演いただきました。人工知能や
機械学習が中世文学研究にどのように応用できる
かという観点から，充実した情報を提供していただ
き，知的好奇心を刺激される，魅力的な基調講演と
なりました。

■シンポジウム

シンポジウムとして，「辞書編集におけるコーパス
利用の現状と今後の展望」が開催されました。モデ
レーターは石井康毅先生（成城大学）が務め，シン
ポジストには中邑光男先生（関西大学），松井孝志先
生（英語講師），および西垣浩二氏（三省堂辞書出版
部）が登壇されました。辞書におけるコーパスの利
用は 30 年以上にわたり，その手法も進化を遂げて
います。このシンポジウムでは，執筆者，編集者，
教育者，学習者など，多角的な視点から議論が交わ
されました。英語コーパス学会が 15 年ぶりにコー
パスと辞書をテーマに選んだこのタイミングは，そ
のあり方について改めて考える貴重な機会となりま
した。



■ワークショップ

本大会では 2 種類のワークショップが実施されま
した。ワークショップ 1 として，永田亮先生（甲
南大学）と川崎義史先生（東京大学）にご登壇いた
だき，「深層学習時代のコーパス分析：コーパス検
索では見えないこと，深層学習で見えること」と
いうタイトルでお話いただきました。新しい深層
学習の技術について，非常に具体的な内容でお話
いただき，言語研究の新しい方向性を示していた
だきました。ワークショップ 2としては，Geoffrey

G. Pinchbeck 先生 (Carleton University) をカナ
ダから招聘し，“Combining knowledge-based and

corpus-based word list information in language

pedagogy” というタイトルで，従来の語彙研究にお
ける頻度ベースのリスト開発とは異なる，学習者の
語彙知識に基づいたリスト開発の重要性を明確に説
明していただきました。

■学生優秀発表賞

対象者は 11 名でした。学生優秀発表賞選考委員会
（委員長：家入葉子先生，委員：宇佐美裕子先生，金
澤俊吾先生，高橋薫先生，滝沢直宏先生）による厳
格な審査を経て，飯島真之氏（神戸大学大学院生）
が受賞しました。対象発表の題目は「コーパスを活
用した類義確信度副詞の関係性の再考：certainly,

absolutely, definitely, surely」です。心からお祝い
申し上げます。

■研究発表

今回は発表申し込み資格を「第一発表者は会員であ
ること」としましたが，おかげさまで多数の申し込
みがあり，厳正な審査を経て，本会大会史上最高と
なる 33 本の会員発表が採択されました。これらの
発表を通して，英語学・英語教育学・英文学・関連
分野における会員の最新の研究成果が披露されま
した。

■参加者数

以下が大会参加者の内訳になります。懇親会は，こ

のうち 90名もの方に参加していただきました。
会員： 117名
一般： 89名
学生： 22名
賛助： 6名
非会員： 43名
合計： 160名

■大会を終えて

30 周年記念という特別な節目に関西大学で大会を
開催できたことは，大変名誉なことでした。多くの
先生方が対面での参加を強く望んでいた中で，その
期待に応えられた瞬間は格別な喜びでした。本大会
は，若手研究者から非会員，そして長年にわたり英
語コーパス学会を支えてくださっている先生方ま
で，多くの方々に参加いただきました。このような
多様な参加者の中で，学会がこれから進むべき方向
性を一堂に話し合えたことは大変意義深いと感じて
います。完璧ではなかった点も多々ありましたが，
参加していただいた全ての方に心から感謝申し上げ
ます。次回の大会は，さらに節目となる第 50 回の
開催となります。佐竹由帆先生（青山学院大学）が
大会実行委員長を務め，より一層内容の充実した大
会になることを心より願っております。

■関連 URL

大会ウェブサイト
https://jaecs2023.sakura.ne.jp/WP/

大会プログラム
https://jaecs2023.sakura.ne.jp/WP/wp-content/

uploads/2023/08/JAECS49 Schedule.pdf

大会資料
https://jaecs2023.sakura.ne.jp/WP/wp-content/

uploads/2023/09/JAECS49 reference.pdf

大会予稿集
https://jaecs2023.sakura.ne.jp/WP/wp-content/

uploads/2023/09/proceedings49 2023.pdf

英語コーパス学会で提供した大阪のお酒
https://note.com/k tanino/n/n4793bd914a1d

大会実行委員
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水本篤（関西大学），小島ますみ（岐阜市立女子短期
大学），近藤雪絵（立命館大学），森下裕三（桃山学
院大学），Todd Allen（関西大学）

2023年度秋季総会報告

2023 年度秋季会員総会が，第 49 回大会初日の
2023年 9月 9日（土）12:30–13:10に関西大学 100

周年記念会館で開催され，以下の報告が行われま
した。

1. 2023 年度会員動静
会員数 346，入会者数 23，退会・除籍者数 5

（2023年 4月 1日～8月 31日）
2. 2024年度の春季研究会・大会について
春季研究会　オンライン開催を予定していま
す。「語彙研究会」と「ツールと統計手法研
究会」の発表が中心となる予定です。第 50

回研究大会　青山学院大学の佐竹由帆氏が実
行委員長に選任されました。青山学院大学に
て，対面開催の予定です。

3. 2023年度の学会賞・奨励賞について
学会賞　該当がありませんでした。
奨励賞　該当がありませんでした。

役員会報告

2023年 9月 8日（金）に関西大学梅田キャンパス
で秋季役員会を開催しました。承認された事項につ
いて，秋季会員総会で報告しました。上記の「2023

年度秋季会員総会報告」をご参照ください。
2023 年 11 月 6 日（月）にオンラインにて臨時
役員会を開催しました。次期会長（2024 年 4 月～
2026年 3月）として田畑 智司氏（大阪大学）が選
任され，次期副会長（2024 年 4 月～2026 年 3 月）
として石井康毅氏（成城大学），小島ますみ氏（名
古屋大学），水本篤氏（関西大学）（以上，五十音順）
が選任されました。

2024年度行事予定

2024 年度の春季研究会，大会，総会は下記のと
おり予定されています（※コロナ禍の影響等により

変更の可能性があります。学会のウェブサイトで最
新の情報をご確認ください。）

■2024 年 5 月 11 日（土）
2024 年度春季研究会（オンライン）「語彙研究会」
と「ツールと統計手法研究会」の発表中心。

■2024 年 5 月 11 日（土）
2024 年度春季会員総会（オンライン）

■2024 年 10 月 5 日 (土)・10 月 6 日 (日)

第 50 回研究大会（青山学院大学）

■2024 年 10 月 5 日 (土)

2024 年度秋季会員総会（青山学院大学）

第 50 回研究大会（青山学院大学）

2024 年 10 月 5 日 (土)・10 月 6 日 (日)

注）以下の演題等はすべて仮のもので、変更の可能
性があります。

■シンポジウム１　ジェンダーと英語教育

• 石川有香（名古屋工業大学）現代の英語教科
書に見るジェンダー

• 江利川春雄（和歌山大学名誉教授）歴史的視
点から見る英語教科書のジェンダー

• 石川慎一郎（神戸大学）学習者コーパスに見
るジェンダー

• 佐竹由帆（青山学院大学）英語指導（DDL）
とジェンダー

■シンポジウム２　学習者コーパスの構築

• 杉浦正利（名古屋大学）中学生スピーキング
コーパス

• 阿部真理子（岡山大学）高校生スピーキング
コーパス

• 神澤克徳（京都工芸繊維大学）大学生の学習
者コーパス
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■ワークショップ１　Multiword Units Profilerに
ついて
江口政貴（早稲田大学）

■ワークショップ２　ドイツ語コーパスの教育利用
について（仮）
牛山さおり（立教大学）

■基調講演
Robert Nelson (Temple University Japan)　

事務局からの報告

会費納入のお願い

会員の皆様には，日頃より会費の当該年度内納入
にご協力をいただきまして，お礼申し上げます。
2023年度会費（一般 5,000 円，学生 2,000 円）の
納入がお済みでない場合はお早めにお納めいただき
ますよう，ご協力をお願いいたします。銀行窓口・
郵便局窓口・オンライン振込のうち，ご都合のよろ
しい方法で年会費をご送金ください。なお，2021

年度以降，学会誌については原則として電子版の送
付のみとなりました。従前どおり，学会誌の印刷版
の送付を希望される方は，会費支払い時に 1,000 円
を加えてご送金ください。

郵便局からの場合� �
ゆうちょ銀行
口座番号 00930-3-195373

名義 英語コーパス学会� �
銀行からの場合� �

ゆうちょ銀行（コード 9900）
種別 当座
店名 〇九九店（ゼロキユウキユウ店）（支店

番号：099）
口座番号 0195373

名義 英語コーパス学会� �
会費納入に際しましては，次の点にご注意くだ

さい。

1. 過年度会費を未納の場合は，2023 年度分と
合算してお納めください。（※ 2022 年度の
未納がある場合に 1年分のみを送金されます
と，「2022年度分」として充当されます。）

2. 請求書・領収書は原則として発行しません
ので，振込控えを領収書としてご利用くだ
さい。大学等において，請求書 and/or 領
収書が必要となる場合は，事務局会計担
当 （jaecs.acc@gmail.com）までご連絡くだ
さい。

3. 払い込み者が特定できるよう，窓口振込・オ
ンライン振込とも，会員姓名とご所属の両方
を明記ください（記入例 1：コーパスハナコ
コーパスダイガク 記入例 2：コーパス花子
（コーパス大学））。

4. 大学等に年会費振込を依頼した場合，払込
者が大学名となり，どなたの会費か特定でき
ないケースが発生します。大学等に振込を依
頼された場合は，必ず，振込後に事務局会計
担当 (jaecs.acc@gmail.com)までご一報くだ
さい。

会費を滞納されますと，退会時に滞納分をまと
めてお支払いいただくといった事態にもなりかね
ません。会員の皆様におかれましては，円滑な学
会運営のためにご協力いただけますようお願い申
し上げます。なお，退会を希望される場合は，当
該年度内に学会ウェブサイトの「入会・変更届」
http://jaecs.com/join.html からのお手続きをお願
い申し上げます。

会員情報更新のお願い

住所，所属，メールアドレスなどに変更のあ
る方は，学会ウェブサイトの「入会・変更届」
https://jaecs.com/join.html からのお手続きをお
願い申し上げます。

新入会員紹介

2023 年 8 月 1 日から 2023 年 12 月 27 日までに
入会された方をご紹介いたします。
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王　簫影 大阪大学（S）
Li Chenjie 大阪大学（S）

（五十音・アルファベット順，敬称略。S は学生会員）

FORUM

今号の FORUMは休載です。
FORUMの原稿募集中！� �

英語コーパス学会 Newsletter では会員の皆様
からの FORUM への投稿を募集しています。
国際学会報告，研究会の紹介，新刊紹介など，
会員の皆様の情報交換の場として FORUMが
活用されることを願っております。また，自著
の紹介も歓迎いたします。以下，詳細を記しま
す。 掲載の可否につきましては，事務局で判
断させていただきます。

FORUMのテーマ 国際学会報告，研究会の紹
介，新刊（自著を含む）紹介など英語コー
パス学会にとって有益と思われる情報

締め切り 5月末あるいは 10月末
分量 最大 1600字程度（画像も可です）
送付先 jaecs.hq@gmail.com� �
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